
今夏の富士登山における
新型コロナウイルス感染症

対策等について

静岡県富士山世界遺産課



例年の登山者数
Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

富士宮ルート 18,828※ 53,232
閉山

※コロナ感染
拡大防止の
ための措置

11,409※
御殿場ルート 11,792 12,230 6,336※
須走ルート 26,696 20,215 6,411
計 57,316 85,677 24,156

※H30及びR3は、一部ルートで環境省カウンター不具合により長期の欠測期間が生じている。

吉田ルート 150,845 149,969 閉山 54,392
（参考）山梨県側



今夏の感染症対策

　　
　　①登山者に対し、登山計画、山小屋の予約段階で感染症対策に必要

　　   な知識（新しい登山マナー等）を周知 
　　②入山者数の全体管理と局所的な混雑を防ぐ部分管理を実施

    ③山にウイルスを持ち込ませないため、検温及び体調チェックを実施 
　　④山小屋や登山道での３密状態の解消、衛生管理を徹底

　　⑤感染症が疑われる登山者への対応体制を整備

＜富士山における新型コロナ感染対策の基本方針＞



安全誘導員の配置
注意標識の設置

登山事前準備の段
階
から下山に至るまで
登山者の行動に
合わせて様々な
対策を実施

感染が疑われる者が発生した
場合の対応手順の作成

検温・体調チェック

検温・体調チェック
※体調チェックにスマホを活用 
※確認後、リストバンドを配布 

シャトルバス最終便繰上げ

宿泊定員の見直し
感染防止対策の実施

検温・体調チェック

保全協力金のキャッシュレス化

体調の自己管理

Ｗｅｂ等を活用した登山マナーの周知
山小屋事前予約の徹底
混雑予想カレンダーの作成・周知

検温・体調チェック
※県と協定を締結した宿泊施設において実施
※確認後、リストバンドを配布

保全協力金のキャッシュレス化

車内アナウンスの実施
啓発ＤＶＤの放送

検温

（乗車時）



①　事前の広報展開

 登山前の段階から周知を徹底
＜周知内容＞
○withコロナ時代の新しい富士登山マナー　　○県や関係者が行うコロナ対策事業
○入山者に対する検温・体調チェックの実施　 ○混雑予想カレンダー 
○各登山口の状況　など　　
＜周知方法＞
○Webの活用（静岡県HP「世界遺産　富士山とことんガイド」、YouTube）
○登山用品店、旅行会社へのパンフレット、ポスターの配布
○首都圏、中京圏、関西圏等の旅行会社、メディア等への周知協力依頼
○路線バスでのアナウンス、観光バス内での啓発ＤＶＤの放送　など



①－２　Withコロナ時代の新しい富士登山マナー
登山者が守るべき15項目のマナーを山梨県と策定



①ー３　混雑予想カレンダー

　＜掲載先＞
○インターネット
・静岡県HP
「世界遺産　富士山とことんガイド」
・富士山における適正利用推進協議会HP
「富士登山オフィシャルサイト」
・富士山世界遺産協議会HP
○パンフレット
「世界遺産　富士山ガイド」



　登山道に入る前の段階で、全ての登山者を対象に実施
場所

（日中）
＜シャトルバス・シャトルタクシー等＞
・マイカー規制乗換駐車場（水ヶ塚駐車場、道の駅すばしり）
＜観光バス、タクシー等＞
・五合目各登山口（御殿場口は五合目登山口のみ）

内容 ○体調チェック
　・症状の有無、感染者との接触の有無等７項目を確認
　・チェックにスマホを活用し、利便性、感染対策を推進
※チェック済の登山者には、リストバンドを交付
※静岡県と協定を締結した富士山麓地域の宿泊施設においても、健康
チェックを実施する。チェック後、リストバンドを交付
○検温
○保全協力金徴収（※非接触推進のため、キャッシュレス決済導入）

②　山麓での健康チェック・検温

⚠ ⚠夜通しで登山する弾丸登山は、安全面・健康面で大変危険です
十分な体調管理・装備を整え、無理のない登山計画を立てましょう



③　山小屋の感染症対策
○山岳医療救助機構監修による「富士山山小屋における新型コ
ロナウイルス感染症対策ガイドライン」を改訂

○宿泊定員の見直し
　　・全山小屋合計で例年比半減（昨年同様）



④　登山道におけるソーシャルディスタンスの確保

＜安全誘導員の配置＞
　・富士宮ルート及び須走・吉田ルートに安全誘導員を配置　　
　　富士宮ルート　　……山頂及び９合５勺、８合目(R4から追加)（７名配置）
　　須走・吉田ルート……山頂から８合目まで（4～６名配置）
　・登山者に距離の確保や必要に応じたマスクの着用等を呼び掛け

＜注意標記の設置＞
・距離を保って登山をするよう呼び掛ける看板を各登山ルートに設置
　富士宮ルート……６箇所、御殿場ルート……２箇所、須走ルート……６箇所
・日本語に加え、英語、中国語、韓国語で表記



　＜実施期間＞

各登山口におけるマイカー規制

登山口 期間

富士宮口
（富士山スカイライン）

７月９日（土）18時～９月10日（土）18時
（連続64日間）

御殿場口 マイカー規制なし

須走口
（ふじあざみライン）

７月15日（金）12時～８月31日（水）12時
（連続48日間）

　自家用車、自家用バス（白ナンバーの大型バスまたはマイクロバス）、自動二輪車、
  原動機付自転車

　＜規制対象車両＞



各登山口の状況
＜富士宮口＞
・一昨年、五合目レストハウスが火災によりトイレや休憩場所など全ての機能を喪失
・富士宮市が仮設施設（トイレ、一時避難・休憩施設）を設置

・旧料金所で夜間（夜21時から翌日朝４時まで）スクリーニングを実施

＜御殿場口＞
・平日夜間（※お盆期間を除く）新五合目駐車場を閉鎖
＜須走口＞
・マイカー乗換駐車場でマイカー規制期間のみ、夜間スクリーニングを実施
＜その他＞
・シャトルバスの上り最終便出発時刻は17時で昨年と変更なし･･･富士宮口
・シャトルバスの上り最終便出発時刻を18時まで延長･･･須走口

トイレ 仮設トイレ　　５基（4/28～11月上旬）、開山期増設　５基（7/10～9/10）
一時避難・休憩施設 プレハブ６棟（7/10～9/10）※昨年よりも１棟増設



富士山保全協力金
理　念 富士山の普遍的価値を広く後世へ継承するための意識醸成
目　的 ・富士山の環境保全　　　　・富士登山の安全対策

・富士山の顕著な普遍的価値の情報提供
金　額 基本１,０００円
対象者 五合目から先に立ち入る来訪者

受付場所 ＜現地受付＞
　富士宮口五合目、御殿場口新五合目、須走口五合目
　水ヶ塚駐車場、須走口マイカー規制乗換駐車場（マイカー規制期間のみ）
＜事前受付＞　
　コンビニ・インターネット（７月１日～９月10日）

その他 ・検温、体調チェックに併せて協力を呼び掛け
・全ての受付場所でキャッシュレスでの支払いを受付


